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太
平
洋
に
浮
か
ぶ
、

島
の
山

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
「
島
の
山
」
を
登
る
醍
醐

四
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
「
島
の
山
」
を
登
る
醍
醐

味
を
、
天
上
山
は
教
え
て
く
れ
る
。
標
高
は
５
７
２
ｍ

味
を
、
天
上
山
は
教
え
て
く
れ
る
。
標
高
は
５
７
２
ｍ

と
さ
ほ
ど
高
く
な
い
も
の
の
、
台
形
状
の
美
し
い
形
と

と
さ
ほ
ど
高
く
な
い
も
の
の
、
台
形
状
の
美
し
い
形
と

変
化
に
富
む
景
観
で
、
初
心
者
か
ら
山
歩
き
に
慣
れ

変
化
に
富
む
景
観
で
、
初
心
者
か
ら
山
歩
き
に
慣
れ

た
人
ま
で
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
。

た
人
ま
で
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
。

登
山
途
中
に
振
り
返
る
た
び
、
眼
下
に
広
が
る
海
が

登
山
途
中
に
振
り
返
る
た
び
、
眼
下
に
広
が
る
海
が

表
情
を
変
え
る
。
海
に
映
る
雲
の
影
、
ス
ー
っ
と
残
る

表
情
を
変
え
る
。
海
に
映
る
雲
の
影
、
ス
ー
っ
と
残
る

白
い
船
跡
。
少
し
疲
れ
て
き
た
な
と
思
っ
て
も
、
海
を

白
い
船
跡
。
少
し
疲
れ
て
き
た
な
と
思
っ
て
も
、
海
を

見
る
と
不
思
議
と
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
。

見
る
と
不
思
議
と
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
い
て
く
る
。

山
頂
部
に
は
、
背
の
低
い
植
物
や
月
面
の
よ
う
な

山
頂
部
に
は
、
背
の
低
い
植
物
や
月
面
の
よ
う
な

砂
漠
な
ど
、
日
本
の
山
と
は
思
え
な
い
不
思
議
な
景

砂
漠
な
ど
、
日
本
の
山
と
は
思
え
な
い
不
思
議
な
景

色
が
広
が
る
。
海
を
見
や
る
と
伊
豆
諸
島
の
島
々
が
。

色
が
広
が
る
。
海
を
見
や
る
と
伊
豆
諸
島
の
島
々
が
。

晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
ま
で
望
め
、「
黒
潮
に
浮
か
ぶ

晴
れ
た
日
に
は
富
士
山
ま
で
望
め
、「
黒
潮
に
浮
か
ぶ

展
望
台
」
の
異
名
を
持
つ
。

展
望
台
」
の
異
名
を
持
つ
。

山
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
っ
と
神
聖
な
雰
囲
気
に

山
を
歩
い
て
い
る
と
、
ふ
っ
と
神
聖
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
音
が
消
え
た
よ
う
な
裏
砂

包
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
音
が
消
え
た
よ
う
な
裏
砂

漠
の
静
寂
、
中
心
に
社
が
浮
か
ぶ
不
動
池
の
佇
ま
い
。

漠
の
静
寂
、
中
心
に
社
が
浮
か
ぶ
不
動
池
の
佇
ま
い
。

昔
か
ら
霊
山
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

昔
か
ら
霊
山
と
し
て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の

も
頷
け
る
。
山
頂
付
近
に
あ
る
不
入
ガ
沢
は
、
神
代

も
頷
け
る
。
山
頂
付
近
に
あ
る
不
入
ガ
沢
は
、
神
代

に
伊
豆
の
神
々
が
集
ま
り
、
島
の
水
を
分
け
る
た
め

に
伊
豆
の
神
々
が
集
ま
り
、
島
の
水
を
分
け
る
た
め

の
話
合
い
を
行
っ
た
と
い
う
「
水
配
り
神
話
」
の
舞

の
話
合
い
を
行
っ
た
と
い
う
「
水
配
り
神
話
」
の
舞

台
だ
と
い
う
。

台
だ
と
い
う
。

往
復
６
時
間
ほ
ど
の
山
歩
き
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、

往
復
６
時
間
ほ
ど
の
山
歩
き
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
景
観
を
味
わ
え
、
島
の
自
然
を
感
じ
ら

さ
ま
ざ
ま
な
景
観
を
味
わ
え
、
島
の
自
然
を
感
じ
ら

れ
る
天
上
山
。
季
節
を
変
え
て
、
ル
ー
ト
を
変
え
て
、

れ
る
天
上
山
。
季
節
を
変
え
て
、
ル
ー
ト
を
変
え
て
、

ま
た
何
度
も
登
っ
て
み
た
い
。

ま
た
何
度
も
登
っ
て
み
た
い
。

天上山トレッキングガイド 天上山トレッキングガイド



1

山頂部では一年を通して四季折々の花山頂部では一年を通して四季折々の花
が咲き、「花の百名山」にも選ばれているが咲き、「花の百名山」にも選ばれている
天上山。開花時期に合わせて、花を目当天上山。開花時期に合わせて、花を目当
てに登る人も多くいます。本土と陸続きにてに登る人も多くいます。本土と陸続きに
なったことのない海洋島ゆえの、伊豆諸なったことのない海洋島ゆえの、伊豆諸
島独自の植物にも出会えます。554 種の島独自の植物にも出会えます。554 種の
花を紹介している「神津島  花図鑑」は花を紹介している「神津島  花図鑑」は
観光協会で販売中。観光協会で販売中。

1 神津島を代表する花、オオシマツツジ。砂漠の白に
映えるピンクの花が登山者を楽しませる。2 上部の草地
に見られるサクユリ。伊豆諸島固有変種。3 鮮やかな
薄紫色の花を咲かせるリンドウは晩秋の登山者に人気。
4 島特有のツバキが花をつける様子がかわいらしい。

神津島の中央にそびえ立つ天上山は、標高 572mと低山ながらさま神津島の中央にそびえ立つ天上山は、標高 572mと低山ながらさま
ざまな表情で登山者を楽しませてくれます。海を背に登る黒島登山ざまな表情で登山者を楽しませてくれます。海を背に登る黒島登山
道、神秘的な林道を行く白島登山道。台形状に広がる頂上部では、道、神秘的な林道を行く白島登山道。台形状に広がる頂上部では、
低木帯や池、白地の砂漠など、日本とは思えない不思議な景色が見低木帯や池、白地の砂漠など、日本とは思えない不思議な景色が見
られます。東側の断崖の縁には、新東京百景に選定された展望地もられます。東側の断崖の縁には、新東京百景に選定された展望地も
あり、伊豆諸島の島々が眺望できます。不動池や表砂漠などにはテーあり、伊豆諸島の島々が眺望できます。不動池や表砂漠などにはテー
ブルとベンチがあるので、お弁当を広げてランチ休憩におすすめ。ブルとベンチがあるので、お弁当を広げてランチ休憩におすすめ。
1新東京百景展望地。山頂部からは晴れた日は式根島から大島まで望める。房総半島

まで見えるときも！ 2  山頂部にある 40 のピークの最高地点、標高 572m。3  白島登山

道は海を背にしながらの登山が楽しめる。4  中央には龍神様を祀る社がある不動池。5  

表砂漠と呼ばれる、天上山の中心に位置し砂地が広がる。6  高山帯のような景観を楽し

みながら行く山頂部の登山道。7白島登山口から7 合目あたりまでは樹林帯。

2

4

1

3

西暦 838 年、平安時代の噴火によってで西暦 838 年、平安時代の噴火によってで
きた天上山は、山としては成長初期。軽きた天上山は、山としては成長初期。軽
石や火山灰が堆積した地盤は雨水を透過石や火山灰が堆積した地盤は雨水を透過
しやすく、加えて冬の西風のため土壌が成しやすく、加えて冬の西風のため土壌が成
熟していません。そのため高木が少なく、熟していません。そのため高木が少なく、
シダや海浜植物、山地性の植物までが、シダや海浜植物、山地性の植物までが、
ひとつの山で一度に観察できるという珍しひとつの山で一度に観察できるという珍し
い植生が楽しめます。ゆくゆくは緑に覆わい植生が楽しめます。ゆくゆくは緑に覆わ
れていくと思われる天上山。この不思議なれていくと思われる天上山。この不思議な
景観はいまの時代だけの貴重なものかもし景観はいまの時代だけの貴重なものかもし
れません。れません。

1 伊豆諸島の神々が集まり「水配り神話」の舞台とされる不
はいらないがさわ

入ガ沢。いまでも

神域として立ち入りは禁止されている。2  松も盆栽サイズ。白砂とのコントラスト

は石庭のよう。3 黒島側にある裏砂漠では静寂に驚く。

2 3

海
、
池
、
砂
漠
。

コ
ロ
コ
ロ
と
変
わ
る

景
観
を
楽
し
む

実
は
ま
だ
ま
だ
若
い
山

不
思
議
な
景
観
を

見
ら
れ
る
の
は
「
い
ま
」
だ
け

心
を
い
や
す

四
季
の
花
々

4 5

3

夏春

冬秋

6

21

7
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登
山

お
役
立
ち

Q
&
A

リュック
20～25ℓの低山用ザッ

ク。余裕をもって弁当・

水筒等が入る大きさ。

標
高
５
７
２
ｍ
の
低
山
で
登
山
道
も
整

標
高
５
７
２
ｍ
の
低
山
で
登
山
道
も
整

備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
子
様
や
初
心

備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
子
様
や
初
心

者
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
山
で
す
。

者
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
や
す
い
山
で
す
。

初
心
者
向
け
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点

初
心
者
向
け
コ
ー
ス
の
ス
タ
ー
ト
地
点

は
白
島
６
合
目
。
地
図
を
見
な
が
ら
進

は
白
島
６
合
目
。
地
図
を
見
な
が
ら
進

み
ま
し
ょ
う
。
お
子
様
は
お
お
む
ね
６

み
ま
し
ょ
う
。
お
子
様
は
お
お
む
ね
６

歳
以
上
の
安
全
管
理
の
で
き
る
年
齢
が

歳
以
上
の
安
全
管
理
の
で
き
る
年
齢
が

い
い
で
し
ょ
う
。
お
子
様
か
ら
は
目
を

い
い
で
し
ょ
う
。
お
子
様
か
ら
は
目
を

離
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

離
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

タオル
汗を拭いたり、寒いとき

はマフラー代わりにも。

速乾タオルがおすすめ。

ペーパー類
ランチタイムやお手洗

い、怪我したときなど

にあると便利。

ゴミ袋
ゴミの持ち帰りは登山

のマナー。取り出しや

すいところにゴミ袋を。

お弁当
雄大な景色を見ながら

のお弁当は格別。登

山口付近に店舗なし。

水分（夏場なら
２リットル）
水分補給は重要。保

温性のある水筒を。登

山口付近に自動販売

機等なし。

地図
コースや目安時間など

が書かれた神津島天

上山山頂 MAP。観光

協会などにある。

レインウェア
島の天気は変わりやす

く突然の雨もよくある

こと。防寒対策にも。

日焼け止め
天上山には日陰がない

ので日焼け対策をしっ

かりと。

持っていくと便利なおすすめアイテム持っていくと便利なおすすめアイテム

登山の注意点 04992-8-0011（神津島村役場）／ 110 番緊急連絡先

トイレは3ヶ所
お手洗いは黒島登山口・白

島 6 号目・不動池（バイオ

トイレ）の 3ヶ所です。

動植物はとらない
国立公園の特別保護地区

に指定されているため動植

物の採集は禁止です。

ゴミは持ち返ろう
「ゴミが出たら持ち帰る」の

が山の鉄則。飲み残した

スープなども廃棄 NG。

水分補給をしよう
安全な登山には水分補給

が重要。天上山には日陰が

ないため、特に夏場は注意。

火気厳禁
天上山でのキャンプおよび

火気の利用は禁止です。

毛虫等に注意
特に 5 ～ 6 月は毛虫が大

量に発生します。観光協会

HP などで情報をチェック。

歩道から外れない
遭難予防や環境保護のた

め、歩道から外れないよう

にしましょう。

スケジュールに余裕を
休憩時間や歩行スピード、

天候等を考慮して、余裕を

もって下山できる計画を。

Q登
る
時
の

登
る
時
の

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
？

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
？

天
上
山
は
通
年
で
登
山
が
可
能
で
す

天
上
山
は
通
年
で
登
山
が
可
能
で
す

が
、
季
節
の
花
が
咲
き
、
比
較
的
気
候

が
、
季
節
の
花
が
咲
き
、
比
較
的
気
候

も
お
だ
や
か
な
春
と
秋
が
ベ
ス
ト
シ
ー

も
お
だ
や
か
な
春
と
秋
が
ベ
ス
ト
シ
ー

ズ
ン
で
す
。
特
に
５
月
中
旬
は
、
開
花

ズ
ン
で
す
。
特
に
５
月
中
旬
は
、
開
花

し
た
オ
オ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
見
よ
う
と
多

し
た
オ
オ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
見
よ
う
と
多

く
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
背
の

く
の
登
山
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
背
の

高
い
樹
木
が
な
い
た
め
夏
は
暑
さ
を
し

高
い
樹
木
が
な
い
た
め
夏
は
暑
さ
を
し

の
げ
る
場
所
が
な
く
、
冬
は
島
特
有
の

の
げ
る
場
所
が
な
く
、
冬
は
島
特
有
の

強
い
西
風
が
毎
日
の
よ
う
に
吹
く
た
め

強
い
西
風
が
毎
日
の
よ
う
に
吹
く
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。

注
意
が
必
要
で
す
。

Q

Q

登山のあとはやっぱり温泉。神津島温泉登山のあとはやっぱり温泉。神津島温泉
保養センターは自然の岩場を利用した露保養センターは自然の岩場を利用した露
天風呂が人気の温泉です。夕日や星空を天風呂が人気の温泉です。夕日や星空を
見ながら入れば、疲れた体もいやされます。見ながら入れば、疲れた体もいやされます。

神津島温泉保養センター
（神津島の海を遊びつくす P7）

Q帰りに温泉に入りたい帰りに温泉に入りたい

こ
ど
も
や
初
心
者
も

こ
ど
も
や
初
心
者
も

登
れ
る
の
？

登
れ
る
の
？

上着
軽量で暖かく、前面に

ファスナーがついていて

温度調節ができるもの。

登山用ストック
足の負担を軽減。縮

められるタイプが持ち

運びに便利。登山口に

も貸し出し用の杖あり。

帽子
熱中症予防・日焼け防

止に、つばの広めなタ

イプがおすすめ。

ズボン・タイツ
乾きにくい綿 100% の

ものは避け、動きやす

く化学繊維のものを。

トレッキング
シューズ
ねん挫などの予防のた

めハイカットのシューズ

がおすすめ。厚手の靴

下を。

Qお昼
ご
は
ん
は

お
昼
ご
は
ん
は

ど
こ
で
買
え
る
の
？

ど
こ
で
買
え
る
の
？

登
山
口
付
近
に
商
店
は
な
い
の
で
、
村

登
山
口
付
近
に
商
店
は
な
い
の
で
、
村

の
中
心
部
に
あ
る
商
店
で
事
前
に
買
っ

の
中
心
部
に
あ
る
商
店
で
事
前
に
買
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
飲
み
物
や
菓
子
ま

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
飲
み
物
や
菓
子
ま

で
い
ろ
い
ろ
買
う
な
ら
「
ス
ー
パ
ー
ま

で
い
ろ
い
ろ
買
う
な
ら
「
ス
ー
パ
ー
ま

る
は
ん
」、
美
味
し
い
パ
ン
な
ら
「
藤
屋

る
は
ん
」、
美
味
し
い
パ
ン
な
ら
「
藤
屋

ベ
ー
カ
リ
ー
」、
醤
油
め
し
と
海
苔
の
お

ベ
ー
カ
リ
ー
」、
醤
油
め
し
と
海
苔
の
お

に
ぎ
り
が
人
気
の
「
関
庄
商
店
」
な
ど

に
ぎ
り
が
人
気
の
「
関
庄
商
店
」
な
ど

が
あ
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Qガイドさんにガイドさんに
案内してもらいたい案内してもらいたい

INFORMATION
● フルアース（070-4364-3271／春～秋）
● 神津島ネイチャークラブ（090-4599-7237）
● 神津島観光協会（04992-8-0321）

天上山を最大限に楽しむためには、ガイ天上山を最大限に楽しむためには、ガイ
ドさんと一緒に登るのがおすすめ。天上ドさんと一緒に登るのがおすすめ。天上
山の成り立ちや特徴、季節の花、絶景ポ山の成り立ちや特徴、季節の花、絶景ポ
イントなどを教えてくれ、下山時間もコンイントなどを教えてくれ、下山時間もコン
トロールしてもらえます。トロールしてもらえます。

どんな服装で登るといいの？どんな服装で登るといいの？

救急箱
万が一の時の必需品。

滅菌ガーゼ、絆創膏、

ハサミなど応急処置

道具。

天上山トレッキングガイド 天上山トレッキングガイド
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初心者コース 所要時間：約4時間００分（240分）  

観光協会から登山口への行き方

https://vill.kouzushima.tokyo.jp/

各登山口へは徒歩、車、
バスで行くことができま
す。バス時刻表などの
詳細は神津島村役場
HP をご確認ください。

山頂周遊コース 所要時間：約５時間００分（３００分）  ※お昼休憩も含め6時間くらい見ておきましょう。

神津島観光協会など
で配布している「天上
山山頂 MAP」も合わ
せてご持参ください

山頂周遊コース
ゴール地点

初心者コース
ゴール地点

山頂周遊コース
スタート地点

初心者コース
スタート地点
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